
(57)【要約】

【課題】平板に脚を備え、積み重ねての保管が可能な既

存の類似品では、物流時に脚部が邪魔で、容積が大きく

なり、物流コストが上がる原因となっていた。

【解決手段】食器を乗せる為のトレイ部分と、脚部分を

別部品とし、脚部品を後工程でトレイ部分に嵌め込む構

成とする。なおかつ、トレイを樹脂成形する際、その隙

間に脚部品を配置し、一体成形する事で、コストダウン

を図る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
略 円 形 、 略 長 方 形 、 略 台 形 、 略 半 円 形 、 略 楕 円 形 ま た は 、 こ れ ら に 類 す る 形 状 の ト レ イ 部
と 、 ３ 本 以 上 ６ 本 以 下 の 脚 部 を 装 置 す る 事 で 、 種 類 の 異 な る 皿 等 の 食 器 を 、 重 ね て 収 納 可
能 に 構 成 し た 食 器 収 納 器 具 に お い て 、 下 記 の い ず れ か の 特 徴 、 構 造 を 有 す る 食 器 収 納 器 具
。
　 １ ， ト レ イ 部 分 は 、 所 定 の 厚 さ を 有 す る 樹 脂 成 形 品 で あ り 、 脚 部 は 、 ト レ イ の 下 面 側 又
は 側 面 近 傍 に 設 け ら れ た 、 凹 部 ま た は 貫 通 穴 に 差 し 込 む 事 で 、 ト レ イ 本 体 と 一 体 化 す る 。
　 ２ ， ト レ イ 部 表 面 に は 、 複 数 の 貫 通 穴 ま た は 、 ス リ ッ ト を 設 け た 。
　 ３ ， ト レ イ 部 は 、 格 子 形 状 ま た は 、 こ れ に 類 す る 形 状 に 構 成 し た 。
　 ４ ， ト レ イ 部 の 表 面 は 、 細 か い 凹 凸 を 設 け る ま た は 、 波 板 状 に 形 成 し た 。
　 ５ ， ト レ イ 部 の 表 面 ま た は 裏 面 に 、 補 強 用 の リ ブ を 設 け た 。
　 ６ ， ト レ イ 部 表 面 の 外 縁 周 囲 に 、 高 さ １ ｍ ｍ か ら ２ ０ ｍ ｍ の リ ブ を 設 け た 。
　 ７ ， ト レ イ 部 に 、 貫 通 穴 や ス リ ッ ト を 設 け た 場 合 や 、 格 子 形 状 に 成 形 し た 場 合 、 そ の 格
子 部 等 の 断 面 形 状 は 、 Ｉ 、 Ｈ 、 Ｙ 、 Ｄ 、 Ｘ 、 Ｌ 、 Ｚ 、 Ｅ 、 ま た は 、 こ れ ら に 類 す る 形 状 と
し た 。
【 請 求 項 ２ 】
脚 部 は 、 食 器 を 収 納 す る 際 の 所 定 の 位 置 と は 異 な る 位 置 で ト レ イ 部 と 一 体 成 形 さ れ 、 食 器
収 納 器 具 と し て 使 用 す る 場 合 は 、 脚 部 を ト レ イ 部 か ら 切 り 離 せ る 様 に 構 成 し 、 な お か つ 、
下 記 の い ず れ か の 特 徴 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 食 器 収 納 器 具 。
　 １ ， ト レ イ 部 と 脚 部 の 連 結 部 分 は 、 樹 脂 成 形 時 に 樹 脂 の 流 動 性 を 確 保 し つ つ 、 使 用 時 に
は 容 易 に 切 り 離 せ る 機 能 を 確 保 す る 為 、 最 小 断 面 積 を ０ ． ５ ～ １ ０ 平 方 ｍ ｍ と し た 。
　 ２ ， ト レ イ 部 と 脚 部 の 連 結 部 は 、 脚 部 １ 本 に つ き 、 ２ 箇 所 以 上 １ ０ 箇 所 以 下 と し た 。
　 ３ ， 脚 部 の 断 面 形 状 は 、 Ｉ 、 Ｈ 、 Ｙ 、 Ｄ 、 Ｘ 、 Ｌ 、 Ｚ 、 Ｅ 、 ま た は 、 こ れ ら に 類 す る 形
状 と し た 。
　 ４ ， 樹 脂 成 形 時 の 脚 部 の 配 置 場 所 は 、 格 子 状 や ス リ ッ ト 状 に 成 形 さ れ た ト レ イ 部 の 隙 間
ま た は 、 ト レ イ の 外 縁 の 周 囲 と し た 。
　 ５ ， 脚 部 は 、 長 さ や 形 状 が 異 な る 物 を 数 種 類 備 え 、 各 種 類 共 、 必 要 数 量 を 一 体 成 形 し た
。 す な わ ち 脚 部 は 、 必 要 数 量 の 整 数 倍 の 数 を 備 え た 。
【 請 求 項 ３ 】
脚 部 を ト レ イ 部 に 差 し 込 む 事 で 一 体 化 す る 部 分 は 、 下 記 の い ず れ か の 構 造 で あ る 事 を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 食 器 収 納 器 具 。
　 １ ， ト レ イ 部 に 設 け た 凹 部 は 、 そ の 壁 の 一 部 を ト レ イ 部 外 縁 周 囲 に 設 け た リ ブ と 共 用 と
し た 。 す な わ ち 、 リ ブ の 一 部 に 、 筒 形 状 を 埋 め 込 み 、 一 体 化 す る 構 造 と し た 。
　 ２ ， ト レ イ 部 に 設 け た 凹 部 は 、 そ の 壁 の 一 部 を ト レ イ 部 の 格 子 部 分 等 と 共 用 と し た 。 す
な わ ち 、 格 子 や ス リ ッ ト の 一 部 に 、 筒 形 状 を 埋 め 込 み 、 一 体 化 す る 構 造 と し た 。
　 ３ ， ト レ イ 部 の 下 面 に 凹 部 を 設 け 、 同 じ 位 置 の 上 面 に も 凹 部 を 設 け る 事 で 、 複 数 の ト レ
イ を 積 み 上 げ 可 能 に 構 成 し た 。
　 ４ ， ト レ イ 部 に 設 け た 凹 部 の 深 さ は 、 リ ブ も 含 め た ト レ イ 部 の 厚 さ と 比 べ て 同 等 以 下 と
し た 。
　 ５ ， 凹 部 ま た は 貫 通 穴 の 形 状 は 、 長 方 形 、 円 形 、 長 円 形 、 台 形 、 楕 円 形 、 平 行 四 辺 形 ま
た は 、 こ れ ら に 類 す る 形 状 と し た 。
　 ６ ， 脚 部 の 端 部 は 、 脚 部 の 主 要 部 分 よ り も 細 く 形 成 し 、 ト レ イ 部 の 凹 部 が 貫 通 穴 の 場 合
で も 装 置 可 能 に 構 成 し た 。
　 ７ ， 上 記 ６ の 構 成 に お い て 、 脚 部 の 先 端 部 分 に ト レ イ と の 連 結 部 分 を 設 け 、 ト レ イ 部 側
は 貫 通 穴 と し た 。
　 ８ ， 脚 部 の 端 部 側 面 に ト レ イ 部 と の 連 結 部 分 を 設 け 、 脚 部 を ト レ イ 部 の 凹 部 ま た は 貫 通
孔 に 挿 入 し た 時 に は 、 切 り 離 し た 連 結 部 分 の 切 り 口 が 隠 れ る 様 に 構 成 し た 。
　 ９ ， 上 記 ８ の 構 成 に お い て 、 凹 部 ま た は 貫 通 孔 の 縦 壁 の 一 部 に 、 切 り 口 の 逃 げ を 設 け た
。 具 体 的 に は 、 周 囲 の 縦 壁 の 内 、 一 定 の 範 囲 だ け を 、 数 ｍ ｍ 外 側 に 広 げ る 等 の 構 成 を 指 す
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。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 主 と し て 皿 な ど の 食 器 を 重 ね て 保 管 す る 為 の 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
食 器 棚 な ど に 食 器 を 保 管 す る 場 合 、 大 量 の 食 器 を 積 み 上 げ る 事 は 、 転 倒 に よ る 破 損 の 危 険
が あ る 。 そ こ で 、 一 定 量 の 食 器 を 乗 せ た 状 態 で 、 安 全 確 実 に 積 み 重 ね が 可 能 で 、 な お か つ
、 安 価 な 商 品 が 求 め ら れ て い る が 、 該 当 す る 商 品 が 無 か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と し て い る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
平 板 に 脚 を 備 え 、 積 み 重 ね て の 保 管 が 可 能 な 既 存 の 類 似 品 で は 、 物 流 時 に 脚 部 が 邪 魔 で 、
容 積 が 大 き く な り 、 物 流 コ ス ト が 上 が る 原 因 と な っ て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
食 器 を 乗 せ る 為 の ト レ イ 部 分 と 、 脚 部 分 を 別 部 品 と し 、 脚 部 品 を 後 工 程 で ト レ イ 部 分 に 嵌
め 込 む 構 成 と す る 。 な お か つ 、 ト レ イ を 樹 脂 成 形 す る 際 、 そ の 隙 間 に 脚 部 品 を 配 置 し 、 一
体 成 形 す る 事 で 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 品 の 構 成 に よ れ ば 、 種 類 が 異 な る 食 器 を 重 ね て 収 納 可 能 で 、 食 器 棚 内 部 の 空 間 を 有
効 活 用 す る 事 が で き る 。 ま た 、 製 造 及 び 物 流 コ ス ト を 下 げ る 事 で 、 市 販 価 格 を 低 く 設 定 す
る 事 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
食 器 等 を 乗 せ る ト レ イ 部 分 を 格 子 状 と し 、 そ の 隙 間 に 、 脚 部 分 を 装 置 し た 状 態 で 、 樹 脂 に
よ り 一 体 成 形 す る 。 ト レ イ 部 分 と 脚 部 分 の 連 結 部 は 、 他 の 部 分 よ り も 極 端 に 断 面 積 を 小 さ
く す る 事 で 、 使 用 時 に 、 簡 単 に 切 り 離 せ る 構 造 と す る 。
ト レ イ に は 、 所 定 の 数 の 凹 部 ま た は 貫 通 穴 を 装 置 し 、 切 り 離 し た 脚 部 分 を 差 し 込 み 、 固 定
可 能 な 構 造 と す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 品 の 斜 視 図 で あ る 。 食 器 戸 棚 な ど の 内 部 に 置 き 、 食 器 な ど を 乗 せ て 使 用 す
る 状 態 を 表 し 、 ト レ イ 部 １ に 、 脚 部 ２ を ４ 本 装 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ は 、 本 発 明 品 を 樹 脂 に て 一 体 成 形 し た 場 合 の 、 成 形 状 態 を 表 す 平 面 図 で あ る 。 ト レ イ
部 １ は 、 格 子 状 に 成 形 さ れ 、 そ の 隙 間 に 、 脚 部 ３ を 配 置 し た 状 態 で 成 形 す る 。 ト レ イ 部 １
と 、 脚 部 ３ の 連 結 部 分 ４ は 、 ト レ イ 部 の 格 子 状 部 分 や 脚 部 の 断 面 積 と 比 べ て 、 極 端 に 断 面
積 が 小 さ い 為 、 成 形 後 に 脚 部 ３ を 容 易 に 切 り 離 す 事 が で き る 。 尚 、 脚 部 ３ を 切 り 離 し 、 ト
レ イ 部 １ の 表 面 に 設 け た 凹 部 ５ に 差 し 込 む と 、 図 １ に 記 載 の 脚 部 ２ と な る 。
凹 部 ５ の 深 さ は 、 ト レ イ １ の 厚 さ の 半 分 以 下 で あ り 、 ト レ イ １ の 表 面 と 裏 面 と 両 方 に 装 置
す る 事 に よ り 、 複 数 の 本 発 明 品 を 上 下 に 重 ね て 使 用 す る 事 が 可 能 で 、 食 器 戸 棚 の 内 部 空 間
を 有 効 利 用 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ３ は 、 請 求 項 ３ の 、 ７ 番 目 に 記 載 さ れ た 本 発 明 品 の 実 施 例 を 表 す 。 脚 部 ６ は 、 そ の 両 端
を 連 結 部 分 ７ を 介 し て ト レ イ 部 １ と 一 体 成 形 さ れ て い る 。 こ の 構 成 で は 、 切 り 離 し た 後 、
脚 部 ６ の 両 端 に 切 り 口 の バ リ が 残 っ て し ま い 、 凹 部 に 差 し 込 ん だ 場 合 、 底 付 き し て し ま う
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。 そ こ で 、 こ の 構 成 の 場 合 は 、 ト レ イ １ の 差 し 込 み 部 分 を 貫 通 穴 ８ と し 、 脚 部 ６ の 両 端 は
、 穴 に 合 わ せ て 細 く す る 事 で 、 図 ２ の 実 施 例 と 同 様 の 機 能 を 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 上 の 様 に 構 成 す る 事 に よ り 、 種 類 が 異 な る 食 器 を 重 ね て 収 納 可 能 で 、 食 器 棚 内 部 の 空 間
を 有 効 活 用 す る 事 が で き る 。 ま た 、 製 造 及 び 物 流 コ ス ト を 下 げ る 事 で 、 市 販 価 格 を 低 く 設
定 す る 事 が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 物 流 コ ス ト を 下 げ 、 安 価 で 高 機 能 の 食 器 収 納 器 具 を 得 る 事 が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 品 の 、 使 用 状 態 の 斜 視 図 を 表 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 品 の 、 成 形 状 態 を 表 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 品 の 、 成 形 状 態 で 、 脚 部 の 両 端 を 細 く し 、 先 端 に 連 結 部 を 設 け た 実 施 例 を
表 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 　 １ 、 ト レ イ 部
　 　 　 ２ 、 使 用 状 態 の 、 脚 部
　 　 　 ３ 、 成 形 状 態 の 、 脚 部
　 　 　 ４ 、 連 結 部 分
　 　 　 ５ 、 凹 部
　 　 　 ６ 、 成 形 状 態 の 脚 部 で 、 両 端 を 細 く し た 形 状
　 　 　 ７ 、 連 結 部 分
　 　 　 ８ 、 貫 通 穴
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